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第 10節 8日目：2月 21日（金）：臼杵～佐伯 晴れ 

 

※佐伯駅、臼杵駅 

2020年 2月 21日（金）、8日目の旅は、日豊本線の臼杵から佐伯までの営業キロ 28.6

㎞に挑戦する。臼杵駅前にある”国宝臼杵石仏”に本日の安全を祈願し参拝後、複数の

トンネルを通過しながら、風光明媚な海岸線などを堪能しながらメイクドラマも楽しむ。

それ故、今回の旅の中で、風景よし、コースよし、人間味よし、味よしの最も印象に残

る一日となった。本日登場する駅舎名と到達時刻は次の通り。臼杵（7:18）〜津久見

（12:28）〜日代（14:47、ひしろ）〜浅海井（16:00、あざむい）〜狩生（17:21、かり

う）〜海崎（18:06）〜佐伯（18:58） 

 

※臼杵駅 

http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2156.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2163.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2168.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN21661.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2190.jpg


 

148 

 

 

※国宝臼杵石仏 

ひとつは、本日の営業キロは 28.9㎞であったが、途中難所が多々あり少なくとも 40

㎞位は歩いたような気がする。すなわち、営業キロ 9.7㎞ある臼杵駅から津久井駅にか

けて、風光明媚な海岸線を経由し、臼津トンネルを活用せずに、旧道の山間を歩いたた

め、10ｋｍ位遠回りとなる。それ故、この区間を踏破するのに 5時間位の所要時間とな

る。この山間で、臼杵市大泊在住の伊東雄三郎氏（いとうストア月見島観光：0972－66

－5555）という方に知り合い、ツリーハウスや私のウォーキング談など 20分位滞在し

語り合う機会を得る。私より一回り先輩とのことだったが、新しい発想や元気な姿には

唯々感服あるのみであった。「津久見駅まではこれからですが、頑張ってください」の

激励の言葉を頂きこの場を後にする。 

 

※臼杵造船所、不幸明媚な海岸線 
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※山間に入る（深江と津久見の分岐点 8時 58分到達） 

 

※元気な伊東さん（9時半頃）、山間から観た海 

 

※山間を下る 

山間を下りてから、太平洋セメントなどの工場があり、ここから津久井駅までが遠か

った。危うく路に迷いそうになったところ、地元の中学生グループに聞いて、やっと津

久井駅に到着できた。タイミングよくお昼時に到着し、駅前の四季彩”源兵衛”（0972

－83－5778）で美味しい海鮮ランチを頂く。 
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※太平洋セメント工場、徳浦トンネル（60.8ｍ）、津久見駅への路 

 

※津久見駅への路、津久見駅前の大友宗麟公の像 

 

※津久見駅、源兵衛 

 

※880円で贅沢な海鮮ランチ、新日見トンネル（1320.3ｍ）、日代トンネル（182ｍ） 
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二つ目は、日代トンネル（182ｍ）と網代トンネル（241ｍ）の間にある日代駅を通り

過ぎるところ、地元の人の応援を得てクリアできる。20分位ロスタイムが生じる。 

 

※日代駅、網代トンネル（241ｍ、700ｍ位行き過ぎに一往復） 

三つ目は、日代駅過ぎた辺りから天気が急変し小雨模様になったこと。本日は数日晴

れマークと思い込み、傘を持参せずに臨んだ。しかし、日代駅を過ぎた辺りから小雨模

様となり、傘を購入しょうとするがコンビニがなく困った。急遽思いつき、九州最東端

の駅”浅海井駅”手前の上浦公民館で傘をお借りし、難を逃れる。親切にも雨が上がっ

た狩生駅手前で傘を回収に来て頂く。このような親切な行為を受けたのは、これまでの

20年間のウォーキングを通じて初めてであり、感謝感激で一杯となった。 

 

※津井トンネル（万歩計で 1,003歩）、浅海井駅、海岸線 

 

※暗くなりかけた海岸線、狩生駅、暗くなった天満トンネル（178歩） 

四つ目は、うす暗くなった状況であったが、海崎駅を無事踏破できて最高。道路案内

板を見つけたのが功を奏した。そして、真っ暗になった佐伯駅も無事踏破でき、充実し

た一日となった。祝杯は昨日に引き続き居酒屋”甚八”（0972－23－4008）で行う。 

http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2405.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2408.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN24031.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2418.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2429.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2434.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2440.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2450.jpg
http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/03/DSCN2460.jpg


 

152 

 

 

※海崎駅、万歩計で 886歩あるトンネルを抜けると佐伯駅だった！！ 

最後は、ビジネスホテル清風荘に返るや否や、ホテル後継者兼料理人の清家正雄氏と

ホテルロビーで 2時間位、人生観などについて語り合う機会を得る。”正雄さん”と言

うな名をお伺いし、高校時代恩師とフコク生命時代お世話になった先輩を思い出し、感

無量の思いとなった。この飲み会が終わった頃には、深夜 0時を回っていた。楽しい楽

しい佐伯の夜だった。 
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第 11節 9日目：2月 22日（土）：臼杵～幸崎 晴れ一時雨 

 

※ホテル清風荘を後にする、佐伯駅 

 

※佐伯駅、臼杵駅 

2020年 2月 22日（土）、晴れ一時雨の中、日豊本線つたい歩き、臼杵駅から幸崎駅

までの営業キロ 17.4㎞に挑戦する。距離的には初日の宮崎空港から宮崎までの 6㎞に

次いで短かったが、戦力的なコースであったため、想定した時間より所要時間が 1時間

半位多くかかる。 

本日する登場駅舎と到着する時刻は次の通り。臼杵（8:26）〜上臼杵（9:21）〜熊崎

（10:51）〜下ノ江（12:01）〜佐志生（さしう、14:16）～幸崎（17:00） 

本日は、傘をさしたり閉じたりしながら、臼杵駅から 1.6㎞先にある上臼杵駅までの

アクセスに苦労する。線路に沿った路筋がなかったので、鉄道と大きく乖離する場面が

生じ、何人もの地元の人の応援を得て、やっと上臼杵駅を達成できる。正直なところ自

分が歩いた道筋を掌握しないままの上臼杵駅到着であった。それにしてもややこしい道

筋であった。 
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※上臼杵駅への路 

 

※上臼杵駅 

上臼杵から熊崎駅への道筋は、いつの間にか鉄道と今歩いて道が大きく乖離している

のに気付き、ナビを見ながら適宜歩き方向を鉄道沿った路筋に修正し、大きなロスタイ

ムもなく熊崎駅をクリアできる。また、熊崎駅から下ノ江駅も鉄道に沿った路筋であり、

順調に下ノ江駅を踏破できる。 

 

※熊崎駅への路 
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※熊崎駅 

 

※熊崎駅、下ノ江駅への路 

 

※下ノ江駅 
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※下ノ江駅前、佐志生駅への路（ゲートボール大会） 

しかし、下ノ江駅から佐志生駅にかけては、歩くコースに迷いがあり、20分位引き

返す場面がある。しかし、地元の人から適切なアドバイスがあり、「山間のコースは遠

回り。しかも工事中で通れるかどうか不明。海岸線周りがいいですよ」をお伺いに先程

の道筋を再び引き返す。都合 40分位のロスタイムとなるが、教えて頂いた道筋は風光

明媚な下ノ江浦の海岸線が続き最高であった。13時 40分、国道 217号線と合流。まも

なく歩くと佐志生駅への道路標識がある。そして、坂道を 1㎞位上った先に佐志生駅が

あった。到着するや否や大分方面に向かう電車がやって来る。軽トラックで孫娘を迎え

に来ている年配の姿が印象的であった。 

 

※下ノ江浦の海岸線 

 

※佐志生駅への路 
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※佐志生駅 

 

※佐志生駅、もみの木トンネル、幸崎駅への路 

佐志生駅からは神崎方面の道筋を鉄道に沿って歩く。佐志生駅から幸崎駅まで営業キ

ロは 7.2㎞あり、結構長い山道だった。15時 16分、931ｍあるもみの木トンネルに到

達。このトンネルを出ると概ね下り坂となる。15時 50分頃から沿線上に民家が見えて

来る。16時 14分、鉄道下を潜る。しかし、新桜橋（小猫川）を跨り失敗する。遠くに

駅らしいものが見るが先程渡った小猫川があり、線路に近づけられない。近くの住民の

方にお伺いしたところ、「先程のふれあいのある施設の分岐点まで引き返され、その先

にある踏切越えが一番近いです」と教えて頂く。15分位ロスタイムが生じる。16時 58

分踏切を渡って少し行った先に本日の終着駅である幸崎駅があった。電車の遅延が 12

分位あり、運よく 17時の大分方面行きの電車に間に合う。 

 

※鉄道潜る、遠くに幸崎駅、小猫川 
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※幸崎駅 

 

※幸崎駅、大分駅 

大分駅の構内は近代的なビル内にあり、恰も大都市でも来たような気持ちにさせてく

れた。歩いて 5分位の大分駅前東横インには 18時到着。汗を流したあと、ホテルで二

つお薦めの店を教えて頂く。しかし、生憎 1件目の”五條”は満室で入れず。2件目の”

かみ風船”で祝杯をあげる。本日もカウンター席のため、隣に座った石本裕氏（首都圏

在住）と色々世間話をする機会を得、楽しいひと時を過ごすことができる。偶然にも

2020年 2月 22日に、祝杯代が 5,555円と綺麗な数字になるとは。ここでも”人生って

不思議なものですね”を強く感じると同時に、旅の良さをしみじみ感じる一日であった。 
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※石本氏と語り合う 

 

 

 

 

第 12節 10日目：2 月 23日（日）：幸崎～大分 快晴 

 

※大分駅 

 

※大分駅、幸崎駅 
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2020年 2月 23日（日）、令和初の天皇誕生日、快晴の中、10日目の最終日は日豊本

線の幸崎駅から大分駅までの営業キロ 18.9㎞に挑戦する。本日の踏破が終れば、宮崎

空港駅から大分駅までの特急”にちりん”のアクセス区間である営業キロ 213㎞がつ

ながる。しかも、この区間にある 47あるすべての駅舎に立ち寄りに成功して。そう言

う意味では、わくわくした気持ちで一杯となる。大分駅を 8時 19分発の電車のため、

ホテルで朝食をゆっくりとり一服してから臨む。本日のコースは、大きな川越えが三つ

ある。しかし、本日歩く道筋（国道 197号線）がＪＲ線に沿ってほぼ平坦続き、これら

の川を渡るに際し迂回の必要がなく、特急”にちりん”のアクセス区間踏破への花道と

してふさわしい一日になった。 

 

※幸崎駅界隈、小猫川、坂の市小学校前 

幸崎駅から大分駅までの駅舎立ち寄り時刻は次の通り。幸崎（8:57）〜坂ノ市（10:35）

〜大在（11:36、おおざい）〜鶴崎（12:49）〜高城（14:17）〜牧（14:46）〜大分（15:55） 

9時 12分幸崎郵便局前を通過。その先に昨日引き返しを余儀なくされた小猫川（万

歩計で 77歩）があり横切る。その先で国道 197号線に合流。ここで大事な地図をロス

トし、5分位歩いて気が付く。引き返し地図を探すが、強風のため見つからず。結果的

10分位ロスタイムとなる。それ故、ここから手探りとナビ頼りの歩きとなる。 

 

※坂ノ市駅 
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※印象に残る社交ダンスの看板、大在駅 

これからは国道 197号線を主として歩く。9時 52分、ＪＲ線を跨がり、鉄道の左側

となる。坂の市小学校のバス停前、渕野病院前を通過し、本日最初の駅である坂ノ市駅

に到着する。10時 52分、万歩計で 162歩ある王の瀬橋（丹生川）を渡ると、印象に残

るダンスの看板がある。大在駅は国道に面して居らず、50ｍ位入ったとこりにあり、陸

橋をわたり駅舎に向かう。駅舎には印象に残るメッセージが三つあった。また、駅界隈

には住吉神社があった。 

 

※大在駅、”きょうもあなたとこの駅で”、住吉神社 

11時 58分、桃太郎海苔の近くで”日豊本線”の活字と対面。感謝感激。12時 21分、

612歩ある鶴崎橋（大野川）を渡る。12時 41分、私が幼少の頃見かけた映画ポスター

（赤胴鈴之助など）と対面し懐かしくなる。このような対面は十数年前奥多摩線の界隈

でも見つけた記憶が蘇る。12時 49分、特急停車駅の鶴崎駅に到着する。少し遅いがお

昼時であったので、駅構内にある”駅かふえ”（097－578－8805）で一服する。少し時

間を頂いたので、これまでの鉄道実績と今回の旅についてＰＲさせて頂く。ここで 20

分位休息する。 
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※日豊本線の看板、鶴崎橋 

  

 

※懐かしい映画のポスター、鶴崎駅 

 

※駅かふえ、乙津橋 

鶴崎駅を出るや否や万歩計で 485歩ある乙津橋（乙津川）を 13時 27分通過。13時

52分、ＪＲ線を跨ぎ鉄道の右側となる。83歩ある日吉橋を渡った先に高城駅あった。

そして、鉄道に沿って歩いた先に特急”ソニック”が線路に停車している牧駅（14時

46分）があった。階段を上り、幹線道路に出て線路を渡った先にＪＲ大分車両センタ
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ーがあった。ややこしい路筋を進む。15時 10分、ＪＲ線を潜り、国道 10号線に合流

する。15時 21分、560歩ある滝尾橋（大分川）を横切る。15時 40分、門司まで 139

㎞地点に到達。そして、大分駅には 15時 55分到着。通りかけた人に記念写真を撮って

頂く。無事予定通り達成でき感激。同時に天や神、そして地元の人などに感謝の気持ち

で一杯となる瞬間であった。 

 

※高城駅、牧駅 

 

※牧駅、ＪＲ大分車両センター 

 

※大分川、門司まで 139㎞、大分駅まじか 
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※213㎞達成！！大分駅 

まだ時間があったので、1時間位、大分市内を散策する。かみ風船や五條がある界隈

の"若竹園"にて抹茶アイスで一服。それから、セントﾎﾟﾙＳ中央町の商店街にある”お

おいた銘酒館”（ゆたよい）に立ち寄り、10分位滞在し、100円で 30㏄の日本酒を頂

きながら日豊本線の旅について木田氏と語らせて頂く機会を得る。 

 

※かみ風船（097－536－2200）、五條、若竹園 

そして、ホテルに 17時帰り、昨夜満室で断られた五條でリベンジしょうとするが、

大分東横インの支配人寳崎氏より、本日は休みとの連絡をもらいガッカリする。流石支
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配人！！気配りに感謝感激！！それ故、昨日行った”かみ風船”で祝杯をあげ、今回の

旅の締めとする。自分の目標を当初の通りやり遂げ、達成感に浸るひと時であった。 

 

※ゆたよい（097－540－6562） 

第 13節 11日目：2 月 24日（月）：帰宅 晴れ 

2020年 2月 14日（金）から 2月 23日（日）まで日豊本線を鉄道つたい歩きし、本

日 2月 24日（月）晴れの中、いよいよ大分から神奈川県自宅に帰る日となった。長い

ようで短い 10泊 11日の旅であった。旅日記も予告や今回の投稿も含め 14編(343枚写

真使用）となった。一日でも早く記録文にしないと、折角歩いた熱い熱い感動が忘却す

る恐れがあるので、必至に拙い筆を執った。お蔭様で想定よりも早く、旅日記の全容が

カッシー館に投稿でき嬉しい限りだ。 

 

※フコク生命大分支社、猫の像 

本日は今回のシリーズの中で、「大分駅 9時 39分発ソニック 18号」とゆっくりした

行程であったので、ホテルで 7時過ぎ朝食を終えた後の時間を活用し、61歳までお世

話になったフコク生命の大分支社の散策に出向くことにする。大分市内の中心街は、大
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分駅から北側の海の方向に向けて広がっており、宮崎駅から南方向に中心街が広がって

いる宮崎市とは好対照であった。共にいい街であった。今回のプランを本当に立ててよ

かったと。 

 

※大分駅前東横イン、大分駅 

今回の旅を続けて強く感じたことは、駅舎には人と同様様々な顔があると。また、津々

浦々まで続く鉄道網は人々の足と同時に日本の宝であると。それ故、過疎化防止策の一

助のためにも、縮小化されつつある鉄道網に歯止めし、子々孫々まで継承すべきと。加

えて、平和の尊さと有難さを。一方、旅行先の友と酒を酌み交わしながら、「日本人は

クレバーな人類なので、きっと異常気象や新型コロナウイルスなどにも打ち勝つ科学・

医学を近いうちに提供してくれるよ」と語り合った。 

 

※大分駅 
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※ソニック 24号（大分駅）、小倉駅新幹線乗り場 

 

※小倉駅、アルコールなしの駅弁（新型コロナウイルスへの配慮） 

今回も、2月 14日早朝に投稿した日豊本線鉄道つたい歩きが有言実行でき、天や神

そして地元の人などに感謝また感謝で一杯となった。10日間の日程で一番大変であっ

たのは、延岡から佐伯の区間だろうか。電車の本数が 1日 1便しかないので、私の”こ

だわり鉄道歩き九カ条”にある「必殺仕置き人の心境」で必至に歩いた。もしかすると

仕事よりハードであったかも知れない。また、今回のプランは最適であった。これ以外

のプランでは、11日間の日程で宮崎空港〜大分を踏破するのは難しいだろうと。その

ようのことを考えながら、家路の途を楽しむ。 
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※富士山に新型コロナウイルスの退治を祈願！！ 
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